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住田型応急仮設住宅について 

 
１ 背景  

○東日本大震災によって、密接な関係のある近隣市（大船渡市、陸前高田市、釜石市

等）に甚大な被害が発生。親類等を頼った町内への避難者は６００人を超え、災害対

策窓口には住宅に関する問いあわせが多く寄せられた。  

○森林・林業日本一の町づくりを行う住田町では、仮設住宅についての独自の構想が

あり、震災以前に大まかな設計が完成していた。 

 

２ 仮設住宅の建設  

○本来は県が建物を提供するのが原則であるが、早急な対応が必要であったことから、

仮設住宅の建設を町独自で決断。 

○予算額  約２億５千万円、町有地に１１０棟を建設予定。 

（一般向け９３棟、医療関係者向け１７棟）  

○プライバシーも守れる一戸建てであり、かつ町産材（主にスギ材）ををふんだんに使用

した木のぬくもりを感じことのできる設計である。  

また、可能な限り町産のＦＳＣ森林認証材を使用。  

○けせんプレカットから材を供給し、町内の建設業組合が建設。  

部材が揃っていれば、半日で建設が可能。 

 

（建設状況）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（木のぬくもりが感じられる内装） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 仮設住宅についての反響  

○４月５日に開催された説明会には１５０名以上の参加があり、申込件数は初日だけで

８０件を超えた。 

○住田町独自の取組に注目が集まり、ＦＳＣジャパン、more trees などから建設・維持

等にかかる費用について、募金による支援の申し出をいただいている。 
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